
Ⅰ．はじめに

　九州においては，マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツの苗木

は，抵抗性クロマツ採種園産の実生個体にマツノザイセンチュウ

を人工的に接種し，抵抗性があると確認されたものを供給するの

が一般的である。

これに対し，佐賀県林業試験場では，より特性が明確になるク

ローンの特性を利用し，接種を省いてより省力的に抵抗性苗を生

産するため，クロマツ挿し木技術の開発を進めてきた。

　しかし，挿し木苗はクロマツの一般的な山行苗の規格に達する

のに３年以上を要する可能性があることがこれまでにわかってお

り（3），実用化にあたってはこのことをを解決する必要がある。

　そこで今回は，育苗期間を短縮することを目的として，より長

い挿し穂による挿し木を試みた。その結果，興味深い知見が得ら

れたので報告する。

Ⅱ．調査の概要

　供試材料は，佐賀県林業試験場内に造成した抵抗性クロマツ採

穂園の採穂台木２１個体（母樹齢１０年生）である。この採穂園は，

抵抗性クロマツの挿し木増殖試験に利用するために造成したもの

である。なお，今回供試した２１個体は，これまでに挿し木試験を

複数回行ったなかで，採穂台木毎の発根率が４５％以上を示したこ

とが１回以上あるもののうちの一部である。

　２００５年２月下旬に，これらの採穂台木から前年生の萌芽枝を１

採穂台木あたり１５～２０本採取し，約１０cmの荒穂の状態に調製後，

約５ ℃で約３週間冷蔵保存した。その後，３月中旬に表－１の条

件によって挿し付けを行った。なお，冷蔵保存は，採穂から挿し

つけまでの期間中に冬芽が伸長するのを抑制する目的で行った。

　試験区は挿し穂長を８ cmに調製したもの（８ cm区）と，過

去の試験（1）と比較するために５ cmに調製したもの（５ cm

区）の２試験区とした。

　なお，挿しつけの深さは両区とも４ cmとし，挿しつける部分

に針葉がある場合はすべて取り去った。このため，５cm区では大

部分の針葉を取り去るが，８cm区では挿しつけ部分にはもともと

針葉が少ないために一部の針葉のみを取り去ることとなった。

　１試験区当りの供試本数は６～１０本（３～５本×２反復）とし，

育苗箱当りの挿しつけ本数は５０本を標準とした。

　挿し付けた育苗箱は全てガラス温室内に置き，黒色の寒冷紗

（遮光率５０％）で遮光を行った。灌水は，ミスト灌水装置によっ

て，３月中旬から７月中旬までは１日２回，７月下旬以降は１日５

回行った。なお１回当たりの灌水時間は１分間とした。

　同年１０月上旬に両区とも引き抜き法（4）により，発根状況を

調査した。それと同時に，苗高を１ cm単位で測定した。なお，

挿し床における地上部分の高さをここでは苗高とした。

Ⅲ．結果と考察

１．発根率

　実験（処理）区毎の平均発根率は８ cm区で６５．２％，５cm区

（対照区）で７６．２％と，５cm区の方が高く，t検定を行った結果，

５％水準統計的にも有意であった。（表－２）

　５ cm区では挿し付けの際に針葉の大部分を取り去るが，８cm

区ではほとんどの針葉が挿し穂についた状態となる。このため，

８ cm区では，針葉からの蒸散が多く，挿し穂内部の水分不足が

生じ，発根を妨げられた可能性がある。

２．苗高

　実験（処理）区毎の平均苗高は表－３のとおり，５cm区では

５．２cmだったのに対し，８cm区では９．１cmであり，５cm区が大き

く，t検定を行った結果，１％水準で統計的にも有意であった。た

だし，実質的な伸長量は，５cm区で４．２cm，８cm区で５．１cmでそ

の差は０．９cmであり，しかも統計的に有意ではなかった。　

Ⅳ．まとめ

　今回の比較試験の結果から，挿し穂長をこれまでの５ cmより
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長い８ cmに設定した場合，平均発根率はやや低くなるものの，

より大きな挿し木苗を得られることが示唆された。

　なお，８cm区では発根率は低下したものの，目標である「平均

発根率７１％以上（2）」をほぼ満足するものであり，必要十分な

結果と考えられた。これは，挿し木発根性が比較的高い個体のみ

を採穂台木に採用していることが寄与していると思われる。

　今後は，より大きな挿し木苗がより短期間に得られるよう，挿

し床における施肥方法や，苗畑での育成方法を検討する予定であ

る。
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表－１．挿し付け条件

５cm及び８cmの２処理
（冬芽は頂芽以外を全て除去）

挿し穂長

オキシベロン原液（IBA４，０００ppm）に数秒浸漬発根促進処理

鹿沼土，バーミキュライト（４：１）混合用土

表－２．挿し穂の長さによる発根率の変異

５cm区
（対照区）

８cm区項　目

２１０本１８７本全挿し付け本数

２１２１供試個体数

７６％＊６５％＊発根率

＊　t検定の結果５％水準で有意差あり

表－３．試験区毎の平均苗高

５cm区
（対照区）

８cm区項目

２１０本１８７本挿し付け本数

２１２１供試個体数

５．２cm＊＊９．１cm＊＊苗高

４．２cmn.s５．１cmn.s伸長量

＊＊　t検定の結果１％水準で有意差あり
n.s　t 検定の結果５％水準で有意差なし


